
外国語教育だより令和５年８月２３日発行 第２７号 福島県教育庁義務教育課 

English Wind  英語教育の       

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 義務教育課では、令和５年度授業改善グランドデザインを作成し、現在ＨＰにアップし

ています。各教科のページでは、福島県で課題が見られた設問を取り上げ、ふくしまの「授

業スタンダード」を基にした授業改善のポイントを示しています。英語では、「書くこと」

の領域を課題として取り上げました。ぜひ、ご覧いただき、２学期からの授業改善につな

げてください。      「令和５年度授業改善グランドデザイン」はこちら👉                

 

過日、令和５年度全国学力・学習状況調査の結果が公表されました。今回は英語が４年ぶりに実施さ

れました。現在、各中学校では結果を基に分析をされているところではないでしょうか。全国学力・学

習状況調査の目的の一つに、「学校における個々の児童生徒への教育指導や学習状況の改善・充実に充

てる」ことが挙げられています。児童生徒の英語力の向上のために、本調査の結果を分析し、さらなる

授業改善に生かしていきましょう。 

小学校全教職員及び 

中学校英語科担当教員配布 

 １ 

 

◆「English Wind」のバックナンバーは、義務教育課 HP から閲覧可能です！     https://www.pref.fukushima.lg.jp/site/edu/gimukyoiku65.html 



 

 

 

 

 

 

 

 

＜全国や県の傾向と比較してみる＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜誤答を分析する＞ 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

今後の授業改善のために、国立教育政策研究所作成の「令和５年度全国学力・学習状況調査 報告書 

中学校 英語」も参考にしてみましょう。分析結果や授業アイディア例、指導に役立つコラムなどが掲

載されています。 
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 前掲のグランドデザインでは、福島県と全国の平均正答率を比較し、課題を分析しました。しかし、

これはあくまでも福島県として見られる傾向です。学校によって課題はそれぞれ違うはずであり、子ど

もたちの英語力向上のためには、各校における結果分析も必要です。分析にあたっては、担当学年の教

員だけでなく、他教科においても同様に見られる課題等を洗い出し、学校全体で取り組める対応等を具

体的に構築していくことも重要です。 

報告書はこちら 

👉 

解答類型から誤答を分析し、生

徒がどんなところでつまずいて

いるかを分析してみましょう。 

平均正答率を折れ線グラフで表し、

全国や県と比較すると、学校独自の

課題が見えてきます。また、課題だ

けでなく、正答率が高い設問にも目

を向けてみましょう。 

無解答率にも着目

してみましょう。 


